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チャップリンの 「モダン. タイ ムス」、 其 他の 映画が 最 

後に 取上げて る 情景で ある。 

それが 人の 心 を 慰め 微笑ませる 所以 は、 たとい 彼等 

が 其処で 一片の パン を 食いつ くそうと も、 前途に は、 

多くの パンが あり、 多くの 仕事が あり、 要するに、 自 

由な 新たな 生活が あるから である。 現実に あるので は 

ない が、 あるだろう という 予想 或は 予約が、 現実の 姿 

を 取つ ている からで ある。 

豊かな 自然の なかで は、 予想 或は 予約が 如何に 容易 

く 現実の 姿 を 取る こと ぞ。 豊かな 自然の なかに 飢えて 

る 動物 を 想像す る こと は、 甚 しく 困難で ある。 



「死の 家の 記録」 に 見られる ような 深い 人間性の 展開 

が あるだろう、 という 予約に すぎない。 モ ルナ ー ルは 

「ド ナウの 春 は 浅く」 のなかで、 現実 生活に 敗れた 少女 

をして、 ド ナウの 濁流の 中に 身を投じさせた。 そして 

その後で、 少女 を 乗せて いた 空 舟の まわりに、 濁流 を 

乗り切る 野菜 船の 男女の 歌声 を、 勇ましく 高らかに 響 

き 渡らせた。 別個の もの を、 或は 別個の 思想 を、 持つ 

て 来たので ある。 

現代の 多くの インテリの 生活に は、 旧 生活からの 逃 

亡と 新 生活への 首途 とが 絢い 合されて いる。 あらゆる 

111 念の 崩壊 を 一 度 くぐりぬ けて きた 人々 にと つ て は、 



る 発見が なされる であろう か。 抽出と は 一 体、 誰が 考 

案した のであろう か。 —— 而も ここで は、 頭脳の 中の 

抽出の こと をい うので ある。 全く 抽出がなくて、 あら 

ゆる 事実が むきだしに 散乱して る 頭脳 もあろう。 数個 

の 抽出しかない 頭脳 もあろう。 君の 頭の 中には 幾つの 

抽出が あるか 9 —— 無数の 抽出が あって、 画然と 整理 

されて る 頭脳、 それ は 驚嘆に 価い する。 

斯 かる 頭脳の 運行の なかで は、 恐らく、 思想 も 一 つ 

の 事物に 等しく、 情愛 や 意欲 も 一 つの 事物に 等しく、 

人間 も 一 つの 事物に 等しいだろう。 

「如何なる 情意の 動き も、 彼に 対して は 働き 得ない こ 



そういう もの は 無い ほどよろ しいに は 違いない が、 然 

し 大抵 は、 どこかの 隅に、 一 つ 或は 幾つか あるので あ 

る。 これ を 人情の 見地から 云えば、 それ は 砂漠の なか 

の オアシスの 如き もの。 —— ドン . キホ— テには サン 

チヨ. パン ザが あり、 ハム レットに は オフ ィ— リアが 

あり、 エディ ブスに は アンチゴ— ヌ があった。 「臨終 

の 枕辺に 愛する 者 を 一人 も 持たない こと は、 人生の 最 

大悲 惨事で ある ご と 誰かが 云った。 
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